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① 

を越え

て、天竜JIlは船明 の を突破して秋葉裂線

して局関 2.5Kmーの大きい円を描いて蛇行したo 1. 5 

iま

出部を破って

にも平安時代の

の頃までは

して蛇行が終った O 段

は100mの高台にあ

とこれに沿う)11べ

Kmの輪状の段丘もできたが主蛇行の

丘は谷川によって 6個に分断された O

り、高北朝、 の

りに民家があり、)11を越えて対岸の石英片岩突出部にも民家があった O 室町後期には本流の授食が進んで

殆ど増水の持以外は流れなくなった O 桃山期、江戸初期には 100余の民家が平地を利用していたO 蛇行

の跡へ増水の度毎に本流が進入したので堤を作ることと、改増することは船明の行事になっていた O

同初期には1.1Kmの堤と宮門跡放出口に長さ 25悦も幅 2mの木矯も出来ていた。こうして蛇行の跡全部

が船明としてまとまったのであるが、大洪水についての記録は天正 8年から

本流逆流は殆ど毎年でありも年 5回満水したこともあった O

② f宝永 2酉年大満水二荷村顕堤弁石堤切込村方家 89軒流失仕候J

までに 23田あり、

この雫永の大部水を として洪水の 次のようになっている O

① 1705 89戸流失 4議 1782年 天明 2

② 1715 正徳、 5 ⑭ 1789 

③ 1716 。1815 文化 12

④ 1726年 11 ⑬ 1816年 文化 13年

⑤ 1729 14 ⑫ 1827年 交政 10年 80 

⑤ 1733 18 ⑬ 1828 文政 11年 43戸流失

⑦ 1736 ⑬ 1835 天保 6

③ 1739 元文 4 毛言 1836 天保 7 54戸流失、 6戸潰汐

⑥ 1741 寛保元年 @ 1850 3 40戸流失

⑬ 1752年 12 @ 1855年 安政 2

@ 1778年 安永 7 @ 1858年 安政 5年

⑫ 1779年安永 8

流失戸数の多いのは長野、愛知の豪雨の為で、流失と同時に多量の泥土が堆積して農民は農地の堺も分ら

ず放心状態になり、乾操して堺自にひびわれが出来て始めて所有地が分るという状態であった O 流失の

ない時は主として周辺の大豪爵による洪水で、一切の作物全滅、屋根までの浸水があった O

③ 堤を作るためには江戸より護接奉行一行が検分に来ることもあった O 堤の外には竹の根を l尺に切

って横付けさせ、その外にアシの根を移植させた O 船明竹林は人工のものであることは誰も知らなかっ

たO 堤の内側tこは松苗を植え、松の生えにくい所には松笠を泥で包んで植付けるとむ、ぅ方法が取られた

* 天電車(本会副会長)
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ことは面白い。

@ 1716 申年 7月

前略、満水ニ部何共難犠至極ニ奉存候依之何卒平{曽 1入居住被致壇用相勤被下候様ニ如何様成小庵壱

軒御取立被下候ハバ勿論可然場所茂可有御陸{設問御僧 1人被仰付被下侯ハパ

1718年享保戊戊 3年 7月

拙者共立那寺山)/1相鶴リ遠方故風雨之節ハ通路不自由ニ間(中略〉御慈悲ヲ以被為仰仕被下候ノ、パ

58人連判

この 2つの書状は大洪水の を中心に寺院独立の有様を物語っている O

⑤ 1762 (明臆 12年入 1765 (明和 2年)、 1779 (安永 8 共上納 504 8斗 1

1786年(天明 6年〉御料 128 2斗 9升 7合 8勺私領 370 5斗 l升 5合

1802年(享和 2年〉御料 128 2斗 9升 7合 8勺 私領 377 ら斗 1升 8 7勺

朱印地 25 

と言った上納が続いたが、大洪水によって の作柄は天候次第という苦しむ であったO そこで各

種の があったことは当然である O 桃山期には米、 ヒ品、 ソパ、キピ、アワ類を耕作していたも

のがも に入ってから次第に多方面になり麻も綿花畑がふえ‘ 1768年(明和 5 5丹には

砂地の熔にサツマイモ

々右種ふやし国中御支配所村々江ひろめ侠様可致事

アイを作り、クチナシを作って染料を取らせ紺援も誕生したO 棒、山茶花を作って油を取り、櫨を咋っ

てろうを取り、麻も綿花作りによって木綿織、持率織の内職が行われた O

1835年(天保 6年〉の報告では

御料の部 家 60戸内寺堂 2 神主 2 1 民家 55

内訳 村役人 4人

老病人 5人

15才以下、 60才以上 55人

僧神主 7人

1人

宙人 1人

28人

船乗人 13人

柏木挽 14人

用立者 9人

女子 117人

私領の部 家 114戸人数 435人内男 227人

内訳村役人4人 舟乗人 22人

となっていて‘

嫁付者 2人 柏木挽 61人

15才下 43人

60才上 28人

35人

があったかどうかは明記されていない。働き盛りの男子では柚木挽‘筏乗を

舟乗の!棋に仕事をもっていた O

1622年(元和 8年) を創作し、 1677年(延宝 5年〉鵜飼船、
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が船明に出来上り‘共に年 1そう 200

て出揺を始めたO

していたo 1781年〈 〉には上純金100文のづ告会も出

またも

もでき、

をおいて江戸深JlIの 3 自の 2 と信州各地との取引を行う高家

の手紙、上流各地よりの手紙も 家 iま の6快挙を物語っ

ている O

@ 船明に 2つの があったo 1つは のクレ木の陸積の でありも他の 1つは天

明年間の分郷であった O

がそれぞ、れ役所

i知行所の出現で船明は真っこつに分郷され、御料には名主所が、私領に

つことになったのである O けれどもこれらのことは

にされてい 然、のことのように れていて、むしろ洪水による金納にする

と共に度々取上げられていることが呂につく O の独立や職業の多様化が洪水と共に

いった O

写翼鉛明村吉文
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にはあまり

の嘆願が

して


